　　　　　　　　「大蛇退治」解説字幕台本案
出演者

～舞い方～　
クシナダヒメ　田中行男
アシナヅチ　　白石信人
オロチ　　　　村田孝佑
スサノヲ　　　丸山朋彦
～鳴り物～
大拍子　　　宮岸良英
笛　　　　　河野朋子
太鼓　　　　河野萌希
鉦　　　　　書間明裕
　　　　　　　　サガリハという曲が演奏されている。
００１
クシナダヒメが舞台に登場します。「指扇（さしおぎ）の舞」を舞います。

＊＊この舞の意味合いですが、クシナダヒメの悲しさと諦めが表現されていないと、いけない。したがって、悲しい感じのサガリハとなる。

００２

「指扇の舞」を終えると、クシナダヒメは座ります。

００３

次に、アシナヅチが舞台に登場します。アシナヅチはクシナダヒメの父親です。

００４

＊謡（うたい）があります。舞台上での物語りの概要を説明するのが、謡（うたい）の役割です。

①私は、出雲の国に流れている肥の川の上流に住むアシナヅチといいます。

②私には八人の娘がいました。毎年、私の娘は大蛇（おろち）に吞まれていきました。

③最後に残った娘の名前はクシナダヒメといいます。

④私の娘、クシナダヒメに伝えたいことがあって、急いでここにやってきました。

＊＊朗報を伝えるわけだから、サガリハのテンポを上げて、悲劇のなかにあっても明るさを伝えたい。指扇の舞の雰囲気と対比的。

００５

アシナヅチが八足（はっそく）の前に立ち、神様にお詣りします。

 ここに神社があるから、神様にお願いしよう。
 　懐から小銭を出して、柏手（かしわで）を打ちお参りします。

００６

　私の娘を探さなくてはいけない。あっちかな、こっちかな。

こっちにはいない、こっちにもいない。後ろにいるかもしれない。

　アシナヅチ、舞台の奥に歩き、娘を発見します。

００７

　＊再び、謡（うたい）があります。物語りの進行を説明します。
①クシナダヒメよ、あなたはオロチに吞まれるところだ。

②日の大神（アマテラス）の弟であるスサノオがオロチを退治してくれると約束してくれた。

③したがって、必ず、必ず、心を安からにしてください。

００８

　手を打って、クシナダヒメを呼ぶ。

スサノオサマから、あちらから酒壷を持ってきて、オロチに吞ませなさい、という指示があった。私があちらから、酒壷を持ってくるから、待っていてください。

＊＊娘が助かるという、希望がアシナヅチにある。だから、サガリハはやはり、弾んで感じで演奏されます。

　舞台中央に酒壷を置いて、アシナヅチは座る

００９

　扇を広げて、川の水を汲む。次に、八塩折（やつしろ）の木を杖で叩いて、木の実をとって、酒壷に入れる。杖で壷のなかの水と木の実を混ぜる。そして、ちよっと酒の味見をする。

　これはダメだ。不味い。

　懐に持っていた薬を壷に入れて、再び、杖で激しくかき混ぜる。

　ん、酒がブクブクしてきた。発酵してきた。もう一度、酒の味見をする。
　　うん、これは旨い。
　　　　　　　　　　　早という曲目が演奏される。
０１０　
　急に雲行きが妖しくなってきた。オロチ出現の予感が舞台を包むようになってくる。

＊＊能管で恐ろしさを表現していく。二本の能管を動員して恐ろしさを表現していく。

０１１

　オロチ登場。アシナヅチを追い回す。逃げるアシナヅチ。しかし、舞台中央あたりで、オロチを見失う。

０１２

　オロチは何処に行ったのか。私の力で退治する
０１３

　杖を振りかざし、後ろを向くとオロチがいる。びっくりするアシナズチ。逃げてクシナダヒメの横に座って、ヒメと一緒に怯えるアシナズチ。

０１４

　オロチ、舞台一杯に動き廻る。ふと、オロチが酒に気が付く。オロチ酒壷の廻りを動き、壷の前に座り込む。ゆっくり酒を吞もうとするオロチ。オロチは酒壷に映る、ヒメに気付き、今一度暴れる。

　　　　　　　

　　　　　　　　　　ミヤカマクラが演奏される。

０１５

オロチ、酒を吞み、寝てしまう。

＊＊宮鎌倉を強く演奏して、大蛇の酔いを伝える。

０１６

　オロチが寝てしまったことに気付いたアシナヅチはオロチの様子を見に行く。　

私の力でオロチを退治するので、よく見ていなさい。

いやいや、もう年も取っているので、どうぞ無理をしないでください。

いやいや、まだ私は平気だ。よく見ていなさい。

０１７

　アシナズチ、オロチを退治しようと向かっていくが、足腰が弱っていて、なかなかオロチに打ち込みができない。三度目の打ち込みのときには、杖が動かない。

　なぜだろうと、アシナヅチが杖を確かめようとする。

　　　　　　　　　サガリハという曲が演奏される。
０１８　
スサノオ、舞台に登場。

＊＊スサノオは勇ましい。勇ましさは乱拍子で表現していきます。

旦那様（スサノオ）だ、旦那様だ、旦那様だ。
両手の人差し指を指して、大喜びを表現する。

喜びが大き過ぎて、パニックとなり、話す相手を間違えて、寝ているオロチに話しかけてしまいます。

０１９

　スサノオサマのご指示どおり、向こうから酒を運び、オロチに吞ませましたところ、オロチは目を回して、寝込んでしまいました。

　アシナズチ、見上げると、スサノオではなくて、オロチ。相手を間違えたことで大パニックとなる。

０２０

　アシナヅチ、スサノオに接近して驚きます。また、オロチに接近して驚きます。あわてて、再びスサノオに接近。

　スサノオサマのご指示どおり、向こうから酒を運んで、オロチに吞ませました。それで、オロチは目を回して寝ています。

０２１

　そうか、それでは私をオロチのところへ、案内しなさい、とスサノオ。

　

　承知しました、とアシナズチ。

０２２

　二人はオロチを探すが、見つからない。

　オロチがいないではないか、とスサノオ。

　申し訳ございません。私が今一度、探してまいります、とアシナズチ。

 オロチを探す。アシナヅチがオロチにぶつかり、つまづきそうになる。とっさに、スサノオが助ける。

オロチを発見した。スサノオは、アシナヅチと姫に隠れるように、指示。

　では、お二人は奥の方で隠れているように、とスサノオ

　承知しました、とアシナヅチ

　アシナヅチは、スサノオにお願いする。

　オロチを捕まえて、切り刻み、やっつけてください。お願いします。

承知した

安心した、アシナヅチは奥に向かおうとするが、やはり心配。もう一度お願いする。

スサノオサマ、オロチを捕まえて、切り刻み、やっつけてください。お願いします。

承知した。奥へ隠れて。

安心したアシナヅチ、奥に向かおうとするが、やはりもう一度の念押し。

スサノオサマ、オロチを捕まえて、切り刻み、やっつけてください。お願いします。

承知した。

安心したアシナヅチ、今度こそ奥へ隠れようとするが、もう一度お願いするか迷う。少し考えてから奥へ隠れていく。

　

アシナヅチを見届けたスサノオ、オロチと戦いをはじめようとするが、留まる。

　寝ているオロチを倒すのは、よくない。オロチを起こしてから、倒そう。

　　　　　　　　　早という曲目が演奏される。

笠で叩いて、オロチを起こしてから立ち回りとなる。

＊＊早間のサガリハと早で緊張感を高めていく。

立ち回りの最後に、斬られるオロチ。異変を感じたスサノオが刀の刃を見ると、刃がこぼれていることに気が付く。

オロチの背中を裂いてみると、草薙の剣（くさなぎのつるぎ）が出てくる。

＊＊草薙の剣という権威ある剣が発見されたわけだから、その場面は特別な囃子をつくる。笛抜き、大太鼓抜き、大拍子のみの演奏。

　　　　　　　　サガリハという曲目が演奏される。

戦いが終り、静かになると隠れていたアシナヅチが出てくる。

スサノオサマ、オロチを退治してくれて、ありがとうございます。私は娘を食べられてしまい、腑（はらわた）が煮えくり返る思いです。どうか、オロチを殴らせてください。

うむ、やりなさい。

ありがとうございます。

アシナヅチ、オロチの近く寄る。そして、頭をつかみあげる。

これがオロチの眼ですね。これがオロチの鼻ですね。これが口ですね。

口の前に指を出すと、オロチに指を噛まれてしまいます。

痛がるアシナヅチ、怒ってオロチにげんこつをする。

イテテ　イテテ

次に杖でオロチを三回叩く。三回目に、オロチはまた眼を覚ましてしまう。

　　　　　　　　　早という曲目が演奏される。

スサノオ、今一度、切り刻む！オロチを切り倒す。

　　　　　　　　サガリハという曲目が演奏される。

櫛名田姫、奥より登場して、アシナヅチと一緒に座る。

＊スサノオの謡（うたい）がある。

八雲立つ　出雲八重垣　妻籠みに　八重垣作る　その八重垣を

①たくさんの雲が立ち上る。
②雲が湧く出雲の国の様子は、雲で八重垣を巡らしているように見える。

③妻と一緒に住む場所もしっかりとした八重垣を作りたいな。

　スサノオサマが謡ったら、空が明るくなりました。ありがとうございます。つきましては、私の娘をあなたの妻にしてもらえませんか。

　承知した。

　　　　　　　　乱拍子という曲目が演奏される。
＊＊明るい、明るい乱拍子が演奏される。
　スサノオとクシナダヒメは舞台から去っていく。

　　　　　　　　ニンバという曲目が演奏される。

　二人を見送ったアシナズチは、喜びの舞を舞う。

＊＊本当によかったな、という気分を昇殿で表現する。

　その後に、この物語りを振り返る。

　　　　ニンバの演奏のなかに、トッパという曲目が演奏される。

私には八人の娘がいた。ある時、オロチが現れて、娘を一人、また一人と食べていきました。私にはとても悲しい歳月でした。ある日、強い旦那様が現れて、オロチを退治してくれた。その旦那様と娘が結婚して結ばれました。

　　　　　　　　金獅子という曲目が演奏される。

　踊りに疲れたアシナヅチ、倒れてしまい杖を見失う。杖をようやく見つけて、舞台から出ていく。

